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１．当社の業種

（２）建設コンサルタントとは、

①国土交通省の建設コンサルタント登録規定に基づき国土

交通省に登録された企業

建設コンサルタントの企業数は全国で約4,000社
このうち北海道は約260社

（１）当社の業種は「建設コンサルタント」です

②建設技術を中心とした開発・防災・環境保

護等に関して、計画・調査・設計業務を中

心に、官公庁等を顧客としてコンサルティ

ングを行う 計画・調査・
設計を担当

工事を担当



２．建設コンサルタント（建コン）の仕事

医 者→患者さんの悪いところを調べる
建コン→地域・施設の課題や問題点を調べる

医 者→患部を特定し、診断する
建コン→ 課題に対して、その対策を検討する

医 者→治療方針や処方箋をまとめる
建コン→ 対策を解決するための計画をまとめる

医 者→手術のための準備
建コン→ 工事を行うための設計を行う

⑤手術（工事）→建設会社の仕事

※わかりやすくするため医者に例えて

医 者→リハビリや術後検査
建コン→維持管理やモニタリング等

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
仕
事
内
容
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④

⑥



３．建設コンサルタントの種類

○河川、砂防及び海岸・海洋 ○港湾及び空港 ○道路 ○鉄道 ○上水道及び工業

用水道 ○下水道 ○森林土木 ○水産土木 ○廃棄物 ○造園 ○都市計画及び地

方計画 ○地質 ○土質及び基礎 ○鋼構造及びコンクリート ○トンネル ○施工計

画、施工設備及び積算 ○建設環境 ○機械 ○電気電子 ○農業土木

農業土木分野の業務内容は「農業農村整備事業」に関わる調査・計画・設計が主体

国交省の登録建設コンサルタントは２１部門、当社は「農業土木」を専門分野とした会社

農業農村整備事業は、農林水産省が所管する事業で、以下の2つの目的がある
①農業生産条件の悪い農地などを整備 ②農村の居住環境を改善



ほ場の大型化（区画整理）

［現状（問題）］ ［解決策］

日本の農地面積は４４４万㌶（うち水田面積２４２万㌶）

・大型機械がフル活用できるように田んぼ
を大きくする

・水路も再配置して数を少なくし管理作業
を減らす

くかくせいり
「農業農村整備事業」の具体例

・田んぼが小さく機械作業が不効率
・水路がたくさんあり管理が大変



「農業農村整備事業」の具体例

水利施設：ダム（農業で使う水を貯水する）

水利施設：頭首工（川の水を水田に引き入れる）

［現状（問題）］

［解決策］

・農地に必要な水が十分に届かない

・どの施設で機能低下しているか調査

・機能低下している施設を改修



水利施設：
畑地かんがい

「農業農村整備事業」の具体例

［現状（問題）］

［解決策］

・干ばつ被害が発生する

・干ばつ時に散水できるようする

・新しい作物を導入したい

・水の確保することで栽培できる
ようになった作物を導入



「農業農村整備事業」の具体例

暗渠（あんきょ）排水：水はけをよくする

客土（きゃくど）：農地に有益な土を入れる

［現状（問題）］

・生産性が低い

・客土により
作土深の確保

［解決策］
・暗渠排水で

排水性の向上

（排水不良）
（作土が不足）



スマート農業
推進のために

必要な条件検討

自動給水システム

無人走行 ドローンによる防除

自動収穫



４．農業・農村を取り巻く情勢と農業農村整備事業

①日本の低い食料自給率（約６割を外国に依存）

②高まる外圧（貿易自由化による安価な農産物の脅威）

③農業従事者の高齢化（65歳以上の割合65％、平均年齢67.5歳）

④国民の食生活の変化（コメ消費量が減少し肉の消費量拡大等）

①農業農村の課題解決
のための手段として

図－食料・農業・農村基本法の理念

②食料・農業・農村基本法の
４つの理念を実現する施策として

農業農村整備事業は、



５．仕事の体系と種類（１）

1.地域・施設の課題や問題点を調べる

2.課題に対して、その対策を検討する

3.対策を解決する計画をまとめる

4.工事を行うための設計や測量を行う

5.工事の実施

6. 維持管理やモニタリング等

①現況調査…統計や公表資料等で現状把握
②資源調査…土壌や水質を調べる(現地)
③環境調査…自然環境を調べる(現地)
④課題把握…上記を踏まえて課題を把握

⑦土地利用計画
⑧営農計画
⑨工事計画
⑩事業費算定
⑪経済効果算定

⑤整備構想…計画のアウトライン策定
⑥活性化構想…農業を核とした振興策

⑪環境モニタリング
⑫再評価
⑬事業効果検証
⑭事業管理

測量
実施設計
工事

※当社では
やってません



６－①現況調査
統計や公表資料により、地域の特性や課題を把握する

公表されている資料をもとに地域の
現況を把握し、課題を明確する。

例：この項目では農家戸数の減少が
持続、特に農業を専業としていない農
家が減少
→労働力不足が課題で、新規就農者
の確保や効率的な農業生産が必要



６－②資源調査 ③環境調査

土壌調査

水質調査

危険な作業も
あります

魚類調査

両生類調査

現場調査で地域を把握する



６－⑦土地利用計画

［現状］ ［整備後］
整備構想の一つに土地利用計画がある

・農地が不整形で分散で不効率
・水路が斜めで維持管理が大変
・未利用地がある

・未利用を農地に(土地の有効利用)
・水路を移動
・農地を集積して、整形化

未利用地

宅地

↓水路

↓移動した水路



６-⑧営農計画

事業による変化計画（事業後）現在（事業前）

経営規模の拡大１９．５１３．５1.経営面積(ha)

収益性の高い作物
（野菜）に変更

水稲、たまねぎ、
にんじん

水稲、小麦、大豆、
そば

2.導入作物

生産性向上し収入UP２７，５００１７，０５０
3.農業生産額
(千円)

面積当たり経費は
コストダウン

１８，１５０１２，６５０
4.農業経営費
(千円)

上記の要因で増益９，３５０４，４００
5.農業所得(千
円)

３４．０２６．０
6.農業所得率
（％）

事業前と事業後で農業者の営農がどのように変化するか(させるか)を検討



６-⑪経済効果算定

計画に基づいて算出された事業費(費用)に対し、
その費用に見合った効果が得られるかを算定する

効果（便益）費用

生産量UP 20億円事業費 １００億円

作物品質UP 10億円

労働力軽減 80億円

計 １１０億円計 １００億円

費用 １００億円 ＜ 効果 １１０億→１．１の効果



６-⑬事業の効果検証

事業着工後、計画とおりに効果が発現しているか調査する

収量調査（増収しているか）、労働時間計測（節減されているか） などで検証

生育調査（水稲）

収量調査（牧草）

聞き取り調査

労働時間調査
労働時間調査はGPSで計測
GISで処理・分析



７．仕事の種類など

令和3年度の受注業務概要

・仕事は1年に20プロジェクト程度（下図を参照）

・プロジェクト毎に2～3人のチームを編成して業務を行う

・プロジェクトの種類は、毎年変わる

業務は、概ね4～６月に始まり、1～
３月に締め切りがある

履行期間が約８～１０ヶ月と長い



８．年間スケジュール

備考主な仕事内容時期

新人は社内研修や補助的な作業４月

業務開始期（クライアントと打合せ等）５月

↓６月

現地調査、基礎資料収集など７月

↓８月

↓９月

報告書作成１０月

↓１１月

↓１２月

↓１月

↓２月

３月

※デスクワークが主体ですが、現地調査もそれなりにあります。

繁忙期
※締切が集中

打ち合わせや現地調査
などで出張が多い
※出張は20日/年 程度



９．クライアント（発注者）

農林水産省東北農政局
・山形県

農林水産省北陸農政局
・石川県 ・新潟県

北海道開発局
・全道各地

国からの仕事が多い
・北海道開発局
・農林水産省（各農政局）

農林水産省中四国農政局
・鳥取県 ・岡山県 ・山口県

※過去に受注実績がある区域を図示

農林水産省九州農政局
・佐賀県



１０．会社の所在地等

勤務地：札幌市中央区北４条西６丁目 毎日札幌会館 ７F

JR札幌駅

道 庁

JR札幌駅 徒歩５分、道庁徒歩１分

創立は昭和５１（1976）年、今年で４5周年 役職員数１5名（男性１0名、女性5名）

赤れんがテラス
赤れんが

毎日札幌会館外観



１１．会社の略歴

昭和５１（1976）年

土壌調査や分析等からスタート

昭和62年（1987年）

営農計画や農業農村整備事業の経済効果分析、
整備構想等の業務にチャレンジ

平成20年(2008年)
農地の整備に伴う動植物への環境調査等にチャレンジ

平成24年（2012年）
北海道だけなく府県の業務にもチャレンジ

令和4年（2022年）

府県の業務は４本受注

環境調査は４本受注

費用対効果や整備構想等は７本受注

1976 1987 2008 2012 2022



１２．就業条件

春休：３日 札幌祭り：１日 夏休：３日

年末年始：12月29日～1月４日

リフレッシュ休暇：５年勤務１日、10年勤務３日

平日：９：００～１７：００ 土・日曜日、祝日は休み

(1)就業時間

(2)特別休暇

(3)給料と諸手当

基本給＋技術給

資格手当＋住宅手当＋交通費

(4)賞与
３回（６月、１２月、３月）

(5)その他

・退職金制度 ・人間ドック（個人希望オプション2万円迄会社負担）

・資格取得支援制度（次ページに詳細説明）



(単位：千円/月) 技術給 (単位：千円/月)
役職

22歳 170 1 5.0 30.0 70.0 110.0 270.0
23歳 175 2 7.5 32.5 75.0 115.0 280.0
24歳 180 3 10.0 35.0 80.0 120.0 290.0
25歳 185 4 12.5 37.5 85.0 125.0 300.0
26歳 190 5 15.0 40.0 90.0 130.0 310.0
27歳 195 6 17.5 42.5 95.0 135.0 320.0
28歳 200 7 20.0 45.0 100.0 140.0 330.0
29歳 205 8 22.5 47.5 105.0 145.0 340.0
30歳 210 9 25.0 50.0 110.0 150.0 350.0
31歳 215 10 27.5 52.5 115.0 155.0 360.0
32歳 220 11 30.0 55.0 120.0 160.0 370.0
33歳 225 12 57.5 125.0 165.0 380.0
34歳 230 13 60.0 130.0 170.0 390.0
35歳 235 14 62.5 135.0 175.0 400.0

※35歳で昇給停止 15 65.0 140.0 180.0 410.0
16 67.5 145.0 185.0 420.0
17 70.0 150.0 190.0 430.0
18 155.0 195.0 440.0
19 160.0 200.0 450.0
20 165.0 205.0 460.0
21 170.0 210.0 470.0
22 175.0 215.0 480.0
23 180.0 220.0 490.0
24 185.0 225.0 500.0
25 190.0 230.0 510.0
26 195.0 235.0 520.0
27 200.0 240.0 530.0
28 205.0 245.0 540.0
29 210.0 250.0 550.0
30 215.0 255.0 560.0
31 220.0 260.0 570.0
資格 ○ ○ ○ ○ －
住宅 ○ ○ ○ ○ －
家族 ○ ○ ○ ○ －
残業 ○ ○ ○ ○ －
通勤 ○ ○ ○ ○ －

※室長は管理監督者

手
当

ランク
技師年齢 金額 技師補 副室長 室長※主任技師

技術職の給与体系



１３．資格取得の支援

資格取得にかかる費用を全額支援

資格手当資格名

42千円/月技術士（農村地域・資源計画）

67千円/月技術士（農業農村工学）

30千円/月ＲＣＣＭ（農業土木）

30千円/月農業土木技術管理技士

17千円/月技術士補

資格手当（当社の場合）

・技術士（国家資格） ・ＲＣＣＭ
・農業土木技術管理士 ・農業農村地理情報システム技士 など

建設コンサルタント業界での資格は「技術士」のニーズが非常に高い。

技術士試験を受験するには、「技術士補」の資格と実務経験（２～４年）が必要です。

「技術士補」は学生でも取得可能です。

※建設コンサルタント志望者は、学生時に「技術士補」の取得を強く、おすすめします！



事務所内部

１４．社内環境（１）

・仕事に集中して効率化 → 大きな机とパーティション設置

ライフワークバランスを意識し、効率良く業務処理するための環境づくりを進めています



１４．社内環境(２)

ミーティングをしているところ

社内研修をしているところ



１４．社内環境(３)
・円滑なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝで効率化→ サイボウズやMicrosoft Teamsを使った情報共有

スケジュール

スケジュール管理はグループウエアにより、どこにいても共有

社内掲示板

有給休暇は、社内掲示版で申請・承認
ミーティングや全体会議は

Webでの参加が可能



１５．求める人財像

時代に合わせて業務内容を変化や進化させなければ生き
残れない時代です！
３０歳になっても、４０歳になっても、新しいことに挑戦でき
る人財を求めています。

②挑戦できる人財

①農業・農村に興味や関心がある

農村が現場になり、汚い仕事もあります。
専門知識を生かして農業や農家の課題を解決する仕事です。

③困難な課題にも立ち向かう

出来ない理由を並べるのではなく、出来るようにするために
どうするかを考える人財を求めています。



エントリーシートの送付は
マイナビのMy CareerBoxでも、
メールでも、郵送でもＯＫです

メールの場合の宛先は
kk@kankyohozen.co.jp

(黒田宛)

エントリーシートの提出

筆記試験

一次面接

二次面接

合格通知

R5年４月末日必着

R5年5月上旬～

R5年5月中

図-内定までのフロー

内定通知

合格者の中から定数
内で内定者を決定

辞退者等の欠員が出
た場合は繰り上がり
内定者とする

エントリーシート
を早く提出して
頂いた場合は
繰り上げて実施



エントリーシート
様式が必要な場合は、メールでお送りします


